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本
市
の
基
幹
産
業
は
、
幾
多
の
試
練
を

乗
り
越
え
、
さ
ら
に
、
長
い
歴
史
の
中
で

培
っ
た
高
い
技
術
力
を
活
か
し
て
、
好
調

の
さ
な
か
に
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の

こ
と
が
「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
室
蘭
」
の

底
力
や
存
在
感
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
力

強
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

も
の
づ
く
り
創
出
支
援
事
業
や
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
事
業
な
ど
、
中
小
企
業
へ
の
支
援

や
も
の
づ
く
り
の
担
い
手
と
な
る
優
秀
な

人
材
を
育
て
、
雇
用
促
進
と
地
元
定
着
に

努
力
す
る
と
と
も
に
、
環
境
産
業
拠
点
都

市
の
形
成
に
向
け
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
処
理

事
業
や
関
連
企
業
の
誘
致
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
の

原
点
室
蘭
港
に
つ
い
て
は
、
フ
ェ
リ
ー
航

路
や
国
際
定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路
の
休
止
な

ど
も
あ
り
ま
し
た
が
、
本
市
の
技
術
力
と

港
の
機
能
を
活
か
し
た
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス

を
行
い
、
フ
ェ
リ
ー
航
路
の
利
用
促
進
や

大
型
客
船
の
積
極
的
な
誘
致
に
取
り
組
み
、

中
央
ふ
頭
周
辺
や
祝
津
親
水
緑
地
な
ど
、

市
民
が
集
い
、
に
ぎ
わ
う
交
流
空
間
の
創

出
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
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中
島
保
育
所
の
移
転
改
築
や
特
別
保
育

の
充
実
な
ど
、
保
育
環
境
の
整
備
を
進
め
、

教
育
分
野
に
お
い
て
は
、
海
陽
小
学
校
や

星
蘭
中
学
校
、
地
球
岬
小
学
校
の
統
合
新

設
に
よ
り
、
小
・
中
学
校
の
適
正
配
置
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
放
課
後
児
童
対
策
と
し
て
、
仲
間
づ

く
り
の
場
で
あ
る
ス
ク
ー
ル
児
童
館
の
整

備
を
進
め
る
な
ど
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
、
生
き
生
き
と
育
ま
れ
る
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
法
の
改
正
や
障
害
者
自
立
支

援
法
の
制
定
な
ど
、
地
域
福
祉
を
と
り
ま

く
環
境
が
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度

改
正
に
適
切
に
対
応
す
る
中
、
高
齢
者
や

障
害
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

　

ま
ち
「
ピ
カ
」
パ
ー
ト
ナ
ー
の
広
が
り

と
と
も
に
、
こ
こ
数
年
、
室
蘭
の
市
民
力

や
地
域
力
が
芽
を
出
し
成
長
し
て
き
ま
し

た
が
、
よ
り
多
く
の
市
民
活
動
を
育
て
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
輪
を
広
げ
る
た
め
、
ま

ち
づ
く
り
活
動
支
援
補
助
金
の
創
設
や
、

市
民
活
動
の
拠
点
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
ま
し
た
。

　

市
民
生
活
の
利
便
性
や
産
業
活
動
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
白
鳥
大
橋
は
来
年
、

開
通　

周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
白
鳥
大

１０

橋
を
未
来
へ
引
き
継
ぐ
大
き
な
財
産
と
し

て
、
民
間
活
力
に
よ
る
祝
津
地
区
の
温
泉

施
設
を
は
じ
め
、
中
島
中
央
通
り
や
知
利

別
川
の
整
備
、
東
室
蘭
自
由
通
路
や
輪
西

の
ま
ち
づ
く
り
支
援
な
ど
、
各
地
区
に
特

色
を
持
た
せ
た
「
橋
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
」
を
展
開
し
、
地
域
の
活
力
と
に
ぎ

わ
い
を
創
出
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
年
の
念
願
で
あ
っ
た
胆
振
支

庁
合
同
庁
舎
の
移
転
改
築
に
つ
い
て
、
入

江
地
区
広
域
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
へ
の
賃
貸
方

式
で
の
入
居
を
決
定
で
き
た
こ
と
は
、
議

会
や
市
民
と
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で

き
た
大
き
な
成
果
で
す
。

算
業
務
を
西
い
ぶ
り
広
域
連
合
で
推
進
す

る
ほ
か
、
広
域
観
光
や
図
書
館
シ
ス
テ
ム

の
共
同
利
用
な
ど
に
取
り
組
み
、
今
後
の

広
域
連
携
や
将
来
の
合
併
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
住
民
の
機
運
醸
成
も
図
っ
て
き
ま

し
た
。

　

ま
ち
の
生
き
残
り
を
か
け
、
市
民
と
一

緒
に
な
っ
て
、
お
互
い
の
役
割
分
担
を
見

直
す
協
働
改
革
を
進
め
、
人
件
費
や
補
助

金
を
は
じ
め
と
す
る
事
務
事
業
の
見
直
し
、

公
共
施
設
の
統
廃
合
や
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
な
ど
に
取
り
組
み
、
４
年
連
続
で

収
支
均
衡
予
算
を
編
成
す
る
な
ど
、
着
実

に
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

　

本
年
は
改
選
の
年
で
あ
り
、
骨
格
予
算

の
編
成
に
な
り
ま
す
が
、
地
域
経
済
は
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
も
の
と
認

識
し
て
お
り
、
継
続
し
て
い
る
公
共
事
業

を
は
じ
め
、
市
民
生
活
に
直
接
か
か
わ
り

あ
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
予

算
計
上
し
ま
し
た
。

●
一
般
会
計
予
算
の
歳
入
は
、
地
方
交
付

税
は
減
少
す
る
も
の
の
、
所
得
割
や
法
人

税
割
な
ど
市
税
収
入
は
増
加
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

●
歳
出
で
は
、
退
職
者
数
の
増
加
や
共
同

電
算
整
備
に
伴
う
広
域
連
合
負
担
金
な
ど

の
経
費
増
加
は
あ
り
ま
す
が
、
協
働
改
革

プ
ラ
ン
の
着
実
な
実
行
な
ど
に
よ
り
、
収
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ま
ち
づ
く
り
の
将
来
展
望
に
立
っ
た
財

政
運
営
と
市
民
生
活
を
支
え
る
施
策
を
優

先
し
、
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を
柱
と
し
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

今
年
は
「
行
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０

０
０
」
後
期
実
施
計
画
で
あ
る
「
自
治
体

改
革
プ
ラ
ン
」
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
の
協
働
改
革
を
さ
ら
に
進
め
、

市
民
の
意
識
を
高
め
な
が
ら
、
自
立
可
能

な
財
政
基
盤
の
確
立
と
協
働
社
会
の
形
成

に
努
め
ま
す
。

●
企
業
会
計
な
ど
の
不
良
債
務
等
の
解
消

に
向
け
、
各
会
計
が
徹
底
し
た
自
助
努
力

を
行
う
中
、
ま
ず
土
地
会
計
と
振
興
公
社
、

土
地
開
発
公
社
を
優
先
し
、　

年
度
末
で

１９

の
白
鳥
台
会
計
の
閉
鎖
、
ま
た
港
湾
会
計

の
不
良
債
務
の
凍
結
、
さ
ら
に
両
公
社
に

つ
い
て
、
土
地
の
買
い
戻
し
を
増
額
す
る

な
ど
、
解
消
計
画
に
基
づ
き
、
目
標
を

持
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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支
均
衡
を
保
ち
ま
し
た
。
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暮
ら
せ
る
よ
う
、
努
力
し
て
い
ま
す
。
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ご
み
処
理
に
加
え
、
新
た
に
、
共
同
電



4

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

こ
れ
ま
で
に
集
積
さ
れ
た
工
業
基
盤
や

物
流
機
能
、
室
蘭
工
業
大
学
や
テ
ク
ノ
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
研
究
開
発
機
能
を
活
用
し
、

環
境
産
業
に
よ
る
都
市
再
生
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

市
内
企
業
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
や
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、
新
分
野
へ
の
取
り
組
み

が
実
を
結
び
、「
室
蘭
ブ
ラ
ン
ド
」
が
次
々

と
芽
吹
き
始
め
て
い
ま
す
。

●
今
年　

月
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
処
理
施
設

１０

の
稼
働
と
同
時
に
オ
ー
プ
ン
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｂ

処
理
情
報
セ
ン
タ
ー
で
、
地
元
企
業
の
製

品
や
技
術
力
の
紹
介
、
さ
ら
に
、
全
国
に

向
け
た
環
境
関
連
情
報
の
発
信
を
行
う
な

ど
、
環
境
産
業
拠
点
形
成
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

　

２
０
０
７
年
問
題
と
言
わ
れ
る
団
塊
世

代
の
大
量
退
職
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
ベ
テ
ラ
ン
労
働
者
が
培
っ
て
き
た
、
技

能
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承
、
さ
ら
に
次
の
担

い
手
で
あ
る
優
秀
な
技
術
者
を
養
成
・
確

保
し
て
い
く
こ
と
が
、
本
市
の
も
の
づ
く

り
基
盤
強
化
の
た
め
に
極
め
て
重
要
な
課

題
で
す
。

●
も
の
づ
く
り
創
出
支
援
事
業
を
通
し
て
、

新
た
に
企
業
が
行
う
、
技
術
や
技
能
習
得

の
研
修
等
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
女
性

の
も
の
づ
く
り
分
野
へ
の
就
業
を
促
進
す

る
た
め
、
雇
用
状
況
の
把
握
や
分
析
を
行

い
な
が
ら
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
事
業
の
活
用

や
、
室
蘭
工
業
大
学
と
の
連
携
も
視
野
に

入
れ
た
就
業
支
援
事
業
の
展
開
を
検
討
し
、

室
蘭
を
担
う
人
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
特
に
地
方
に
お
い
て
は
、

医
師
の
確
保
が
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
看

護
師
不
足
も
深
刻
な
問
題
で
す
。

●
西
胆
振
地
域
の
セ
ン
タ
ー
病
院
と
し
て

使
命
と
責
任
を
担
う
市
立
病
院
の
医
師
確

保
に
努
め
、
ま
た
、
市
立
室
蘭
看
護
専
門

学
院
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る

な
ど
、
地
域
医
療
を
支
え
る
人
材
の
確

保
・
充
実
に
努
め
ま
す
。

●
市
民
が
安
心
し
て
楽
し
く
暮
ら
せ
る
環

境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
公
共
施
設
へ

●
障
害
者
福
祉
で
は
、
自
立
支
援
法
の
施

行
に
伴
い
、
利
用
者
負
担
や
施
設
運
営
の

経
営
不
安
な
ど
の
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

国
の
措
置
に
基
づ
く
負
担
軽
減
策
な
ど
を

実
施
し
、
今
年
度
中
に
策
定
す
る
「
障
害

福
祉
計
画
」
を
推
進
し
て
、
住
み
な
れ
た

地
域
の
中
で
、
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る

よ
う
支
援
し
ま
す
。

●
高
齢
者
福
祉
で
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

に
向
け
、
地
域
や
事
業
者
な
ど
と
協
力
し

な
が
ら
、
異
変
や
不
安
な
ど
を
早
期
に
発

見
す
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
む
ほ
か
、

社
会
的
に
関
心
が
高
い
認
知
症
に
つ
い
て
、

正
し
い
理
解
や
予
防
の
啓
発
、
相
談
体
制

の
強
化
な
ど
、総
合
的
な
対
策
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
国
に
よ
る
療
養
型
病
床
の
縮
小

が
計
画
さ
れ
る
中
、
地
域
で
安
心
し
て
介

護
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
な
ど
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
展
開

を
促
進
し
ま
す
。

●
老
朽
化
が
著
し
い
障
害
児
療
育
施
設
や

敬
老
荘
は
、
早
急
な
整
備
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
早
い
時

期
に
具
体
的
な
取
り
組
み
を
図
り
、
安
心

し
て
生
活
で
き
る
環
境
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。

●
少
子
化
対
策
で
は
、
保
育
環
境
の
向
上

や
、
保
育
需
要
の
拡
大
に
対
応
し
た
施
設

整
備
を
図
る
た
め
、「
保
育
所
計
画
」
の
策

定
を
進
め
る
ほ
か
、
ス
ク
ー
ル
児
童
館
を

本
輪
西
・
水
元
・
地
球
岬
小
学
校
に
開
設

し
ま
す
。

●
中
島
・
日
新
小
学
校
、
鶴
ケ
崎
・
東
中

学
校
の
統
合
校
の
建
設
を
進
め
る
な
ど
、

教
育
環
境
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

●
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
の
対
応
と
し
て
、

新
た
に
武
揚
小
学
校
に
適
応
指
導
教
室
を

開
設
し
、
学
校
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

適
切
な
相
談
や
指
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

商
業
環
境
の
整
備
や
生
活
の
利
便
性
向

上
な
ど
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

●
中
央
地
区
商
店
街
整
備
や
中
島
地
区
の

複
合
施
設
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
を
支

援
し
な
が
ら
、
芸
術
、
文
化
、
交
流
な
ど
、

ま
ち
な
か
に
お
け
る
新
た
な
機
能
導
入
に

つ
い
て
、
商
店
街
と
連
携
し
、
検
討
を
進

め
ま
す
。

●
フ
ェ
リ
ー
の
利
用
や
客
船
誘
致
を
積
極

的
に
進
め
、
室
蘭
を
訪
れ
た
人
に
、
ま
ち

を
「
知
っ
て
も
ら
う
」、
そ
し
て
「
歩
い
て

も
ら
う
」
た
め
、
市
民
団
体
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
連
携
を
図
り
、
地
域
と
の
交
流

事
業
を
進
め
な
が
ら
、「
海
か
ら
の
交
流

人
口
」
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

��������

��������	
��
���������

���������	
��
���������

�
�
�
�
�

の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設

置
や
、
消
防

本
輪
西
支
署

に
高
規
格
救

急
車
を
導
入

し
ま
す
。

　

さ
ら
に
体

育
館
の
競
技

場
改
修
を
進

め
ま
す
。

��������	
��
�

��������
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�
�
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�
�
�
�



5

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

●
バ
イ
（
買
）
地
域
運
動
に
つ
い
て
は
、

各
種
団
体
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
活
動
や
全
市
的
な

大
売
出
し
を
行
う
な
ど
、
商
業
者
が
主
体

と
な
っ
た
取
り
組
み
も
動
き
出
し
て
お
り
、

引
き
続
き
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

●
自
由
通
路
が
開
通
す
る
東
室
蘭
駅
周
辺

地
区
に
お
い
て
、
駅
前
広
場
や
駐
車
場
の

整
備
と
と
も
に
、
新
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
開
設
準
備
を
進
め
、
潤
い
あ
る
公
共
空

間
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

●
入
江
地
区
広
域
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
つ
い

て
は
、
周
辺
商
店
街
と
の
連
携
に
も
配
慮

し
、
土
地
利
用
の
促
進
や
地
区
の
に
ぎ
わ

い
が
図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。

●
白
鳥
新
道
２
期
区
間
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
論
議
を
踏

ま
え
た
中
で
、
新
た
な
方
向
性
に
つ
い
て

検
討
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と

協
議
し
ま
す
。

●
首
都
圏
在
住
者
に
対
し
て
、「
は
た
ら

く
場
所
」
や
「
医
療
の
充
実
」
な
ど
、
本

市
の
優
位
性
を
活
か
し
た
情
報
発
信
や
室

蘭
ぐ
ら
し
体
験
事
業
に
よ
る
移
住
の
取
り

組
み
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

●
「
ま
ち
な
か
再
生
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、

中
央
地
区
に
お
け
る
歴
史
と
文
化
、
中
島

地
区
に
お
け
る
若
者
や
大
学
と
の
連
携
な

ど
、
地
域
の
資
源
と
個
性
を
活
か
し
た
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

●
舟
見
町
団
地
の
建
て
替
え
や
公
共
用
地

の
民
間
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
傾
斜
地

に
住
む
高
齢
者
の
平
地
へ
の
住
み
替
え
に

つ
い
て
も
、住
宅
情
報
の
充
実
な
ど
、長
期

的
な
視
点
に
立
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

　

ま
ち
「
ピ
カ
」
パ
ー
ト
ナ
ー
や
子
ど
も

を
守
る
地
域
運
動
な
ど
、
市
民
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
が
育
み
を
見
せ
て
お
り
、
今
後

も
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
通
じ
た
人
材
育
成
や
、

協
働
に
関
す
る
情
報
提
供
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と

し
た
市
民
力
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
協
働
社
会
の
形
成

に
向
け
て
は
、
新
し
い
時
代
に
対
応
し
た

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
目
指
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。

●
地
域
と
行
政
と
の
役
割
分
担
、
行
政
の

支
援
体
制
な
ど
に
つ
い
て
、
相
互
理
解
を

深
め
な
が
ら
、
地
域
自
ら
が
課
題
を
解
決

す
る
こ
と
が
出
来
る
新
た
な
ル
ー
ル
や
仕

組
み
づ
く
り
を
検
討
し
ま
す
。

　

昨
年
開
催
し
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

西
胆
振
圏
域
の
各
市

町
間
に
よ
る
、
こ
れ

ま
で
の
歴
史
的
な
つ

な
が
り
や
相
互
の
信

頼
感
を
も
と
に
、

「
西
胆
振
は
ひ
と
つ
」

で
あ
る
と
の
共
通
の

思
い
を
確
認
し
、　
２０

万
人
都
市
の
創
造
に
向
け
た
取
り
組
み
が
、

ス
タ
ー
ト
し
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

●
市
民
参
加
に
よ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
な

ど
、
各
市
町
と
さ
ら
な
る
一
体
感
の
醸
成

を
図
り
ま
す
が
、
と
り
わ
け
登
別
・
伊
達

市
を
含
め
た
３
市
の
役
割
が
重
要
で
あ
り
、

今
後
も
相
互
連
携
と
交
流
を
強
化
し
、
共

に
発
展
す
る
圏
域
の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

現
在
、
全
国
的
に
「
大
都
市
と
地
方
の

格
差
」
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
北
海
道

に
お
い
て
は
、
人
口
や
企
業
活
動
な
ど
札

幌
近
郊
へ
の
一
極
集
中
が
進
む
中
、
西
胆

振
地
域
の
将
来
を
見
据
え
た
場
合
、
こ
こ

に
し
か
な
い
魅
力
や
優
位
性
を
伸
ば
し
、

他
地
域
と
の
差
別
化
を
図
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

そ
の
た
め
、
地
域
連
携
を
一
層
進
め
、

都
市
と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
発
揮
で

き
る　

万
人
都
市
の
実
現
が
、
地
域
の
未

２０

来
に
と
っ
て
望
ま
し
い
姿
で
あ
り
、
そ
の

核
と
な
る
室
蘭
の
地
域
力
、
市
民
力
を
、

さ
ら
に
高
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

西
胆
振
地
域
の
経
済
活
動
や
交
通
体
系
、

さ
ら
に
は
救
急
医
療
体
制
な
ど
に
も
大
き

な
効
果
を
も
た
ら
し
た
白
鳥
新
道
２
期
区

間
実
現
へ
の
取
り
組
み
や
、
勢
い
の
あ
る

ま
ち
な
か
の
創
出
、
ま
た
、
企
業
会
計
な

ど
不
良
債
務
等
の
解
消
を
柱
と
し
た
、
行

財
政
改
革
も
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

室
蘭
に
は
、
苦
難
の
歴
史
を
乗
り
越
え

て
き
た
「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
」
と
し
て

の
伝
統
や
底
力
、
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

市
民
と
の
協
働
改
革
に
よ
り
生
ま
れ
た
大

き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
も

と
に
、
未
来
を
切
り
開
い
て
行
け
る
も
の

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
明
治
に
も
の
づ
く
り
の
灯
が

と
も
っ
て
か
ら　

年
と
い
う
歴
史
的
な
年
。

１００

こ
の　

年
の
歴
史
を
礎
と
し
て
、
も
の
づ

１００

く
り
の
力
を
活
か
し
た
「
元
気
な
ま
ち
室

蘭
」
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
次
世
代
に
誇

り
を
持
っ
て
引
き
継
ぐ
た
め
、「
住
み
や

す
さ
が
実
感
で
き
る
ま
ち
・
に
ぎ
わ
い
あ

ふ
れ
る
ま
ち
室
蘭
」
の
実
現
に
向
け
、
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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※平成１９年２月末の住民基本台帳人口９８,２６３人で計算。

平成19年度

まちの予算
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�
��
�
�
�

�
�　

個
人
市
民
税
、法
人
市
民
税
、固
定
資
産

税
、た
ば
こ
税
な
ど
で
、市
の
予
算
を
支
え
る
最

も
重
要
な
収
入

�
�
�
�
�　

自
治
体
の
財
政
力
に
応
じ
て
交

付
さ
れ
る
市
税
に
準
じ
た
収
入
。使
途
は
特
定

さ
れ
な
い

�
�
�　

い
ず
れ
の
歳
入
科
目
に
も
属
さ
な
い

も
の
。市
貯
金
利
子
、貸
付
金
元
利
収
入
、学
校

給
食
費
な
ど

�
�
�
�
�　

国
が
市
に
対
し
て
、使
途
を
特

定
し
交
付
す
る
補
助
金
な
ど

�
�
�
�　

北
海
道
が
市
に
対
し
て
、使
途
を

特
定
し
交
付
す
る
補
助
金
な
ど

�
�　

建
設
事
業
な
ど
の
た
め
の
長
期
借
入
金

�
�
�　

自
動
車
取
得
税
交
付
金
な
ど
の
各
種

交
付
金
や
、基
金
か
ら
の
繰
入
金
、土
地
売
却
収

入
な
ど

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
��
�
�
�

�
�
�　

高
齢
者
、障
害
者
、児
童
福
祉
、生
活

保
護
な
ど
に
関
す
る
経
費

�
�
�　

職
員
の
給
料
・
諸
手
当
な
ど

�
�
�
�　

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
や
貸
付
金
、

企
業
会
計
へ
の
負
担
金
や
補
助
金
な
ど

�
�
�　

建
設
事
業
な
ど
の
た
め
に
借
り
入
れ

た
長
期
借
入
金
の
元
金
・
利
子
と
一
時
借
入
金

の
利
子
な
ど
を
支
払
う
経
費

�
�
�　

道
路
、河
川
、街
路
、公
園
な
ど
の
維

持
管
理
、整
備
な
ど
に
関
す
る
経
費

�
�
�　

小
・
中
学
校
、生
涯
学
習
、文
化
、芸
術
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
関
す
る
経
費

�
�
�　

商
工
業
の
振
興
、観
光
に
関
す
る
経

費�
�
�
�
�
�
�　

ご
み
処
理
や
電
算
業
務
を

共
同
で
実
施
し
て
い
る
西
い
ぶ
り
広
域
連
合
へ

の
負
担
金

�
�
�　

議
会
費
、労
働
費
、農
林
水
産
業
費
、

消
防
費
、災
害
復
旧
費
な
ど
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点線後の数字は予算額（単位：万円）
（新）は新規、（拡）は拡充

��������

▼新総合計画策定…………（新）３１４

▼特別・企業会計等の不良債務等解消
 …………………………… （新）８５，０００

��������	
����
�

������

▼ も の づ く り 創 出 支 援 事 業
……………………………（拡）１，１００
���

▼高校生の就職サポートパック事業
 ………………………………… （拡）２１

���������	
���

��������

▼ 障 害 者 自 立 支 援 軽 減 策
……………………………（拡）４，４４４

▼障害者相談支援事業…（新）１，４０１

▼後期高齢者医療広域連合準備経費  
……………………………（新）３，４００

�����

▼看護専門学院整備……（新）１，０８９

▼ 鶴ケ崎・東中学校統合校建設
………………………………（新）２３４

▼ 小中学校教員用パソコン整備
 …………… （拡）１，２８０（５年賦で購入）

▼ ス ケ ー ト リ ン ク 活 用 事 業
………………………………（新）２１９

▼適応指導教室設置………（拡）７９４

▼学校給食センター給食費管理システ
ム等更新……（新）１，９７３（５年賦で購入）
�������

▼私立高等学校（整備費補助、振興補
助）…………………………（拡）１，６９０

▼私立幼稚園（就園奨励費補助、振興
補助）………………………（拡）７，７０９
�����

▼体育施設整備（体育館競技場床、暖
房設備など）……………（拡）１４，９４０

▼文化センター整備（舞台照明用設
備の更新など）……………（新）３，５２８

▼介護保険（新予防給付事業など）
 …………………………… （拡）８１，９２５
������

▼ 保育料の軽減（徴収基準の改定な
ど）（拡）

▼児童手当の拡充 ……… （拡）５６，９７９

▼スクール児童館運営管理（新たに３
小学校で開始）……………（拡）４，５１８
���

▼こどもを守る総合対策…（拡）２３０

������

▼ＡＥＤ導入…………………（新）２５
����

▼ 西いぶり広域連合負担金（共同電
算処理）…………………（新）１４，４４８

▼ 共同電算ネットワーク整備
……………………………（新）３，０５０
�����

▼望洋台霊園墓地造成…（新）６，６７５

▼ 市 営 住 宅 ア ス ベ ス ト 対 策
……………………………（新）７，１６４

��������

������������������


